
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

決算書掲載頁　P153

バイオマスタウン構想の目的達成に向け、市民・市民団体・事業者の参画と協働により施策展開を図り、バイオマスタウ
ンの実現をめざす。
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細事業：河内長野市バイオマスタウン推進事業                                

１．バイオマスタウン推進業務 

 

現在利用されていない未利用バイオマスや廃棄物系バイオマスの利用を検討することで、排出されるゴミの削減

や限りある資源の有効利用を推進し、地域社会の継続的発展を目指す。 

 

(1) 竹パウダー等実証調査 

放置されて拡大していく竹林の整備を進めていくため、切り出した竹を資源とした土壌改良材としての活用

方法を検討した。 

烏帽子形山に繁茂している竹林を整備している烏帽子里山保全クラブから竹パウダーの提供を受け、大阪府

立大学の協力のもと、土壌改良材としての利用の可能性を検討するため、竹パウダーがトマトの生育に及ぼす

影響及び鶏糞添加による C/N比の調節が竹パウダーの分解に及ぼす影響に関する実験を行った。 

その結果は、つぎのとおりである。 

・ 竹パウダーを株元に厚さ１センチメートル程度かぶせた場合は、野菜栽培での雑草抑制効果が確かめ

られた。 

・ 未分解の竹パウダー中にはフェノールが含まれ、コマツナの生育を阻害するが、鶏糞添加やミミズ投

入によって、数十分の一に低下させることができる。 

・ 鶏糞添加によって竹パウダーの C/N比を 22に調整すると、ミミズの生存と繁殖の両方に適した環境に

なる。 

・ 竹パウダー１kgに腐葉土一握りと鶏糞 124～496ｇを加えて、土嚢袋に入れて 2か月間野外に静置する

と、竹パウダー粒子の表面が滑らかになり、粒子が細かくなる。これにミミズを加えると竹パウダーが

団粒化する。 


